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国名
地下水開発機材整備計画

エチオピア

Ⅰ 案件概要

事業の背景

エチオピアでは、安全な水にアクセスのできる人口は、およそ 22％であった（2004 年 UNDP）。エチオ
ピア政府は、給水率を 2012 年までに農村部で 98％、都市部で 100％とする目標を掲げていた（2005 年
「ユニバーサルアクセスプログラム」）。こうした目標の達成には、建設費の他、給水プロジェクトに従
事するおよそ 5万人の技術者の確保が必要とされた。JICA は、技術協力プロジェクト「地下水開発・水
供給訓練計画（EWTEC）」プロジェクトを通じて、エチオピア給水技術センター（EWTEC）に対する技術研
修への支援を行ってきた1。さらに、新たな研修ニーズに対応するため、EWTEC 及び職業訓練カレッジ
（TVTEC）の老朽化した研修機材・施設の更新が必要となっていた。

事業の目的
EWTEC 及び TVTEC における実習用研修機材の整備により、地下水開発の技術的研修における実習の質

及び回数を向上する。

実施内容

1. 事業サイト： EWTEC（アジスアベバ）及び TVETC（アセラ、ウォリソ、バハールダル、コンボルチャ、
メイチュウ、アワッサ、メルカ、ジジガ及びアソッサ）

2. 日本側の実施
合計 99 品目の調達（300m 級掘削機、サービスリグ、高圧コンプレッサー、電磁探査機、クレーント
ラック、車両、他）

3. 相手国側の実施
動力源、調達機材の保管場所

事前評価実施年 2009 年 交換公文締結日 2009 年 3月 10 日 事業完了日 2011 年 5月 25 日

事業費 交換公文限度額：557 百万円 供与額：417 百万円

相手国実施機関 水・灌漑・エネルギー省（2006 年 10 月以前は、水資源省）

受注企業 国際航業株式会社、関東物産株式会社（Lot1）、株式会社シリウス（Lot2）

Ⅱ 評価結果

1 妥当性

本事業の実施は、事前評価時・事後評価時ともに、水分野開発プログラム（2002-2016 年）、ユニバーサルアクセスプログラ
ム（2002年及び 2011 年）、及び水・衛生国家プログラム（One WASH National Program）などのプログラムで目標とされた「農
村部における給水範囲の向上」という、エチオピアの開発政策に一致している。また、農村住民の安全な水へのアクセスの改
善に向けた地下水開発に従事する技術人材の育成というエチオピアの開発ニーズにも一致している。さらには、事前評価時の
日本の対エチオピア国別援助計画（2008 年）に掲げる重点分野の一つである地下水開発に係るキャパシティ・ディベロップメ
ントへの支援と十分に合致しており、妥当性は高い。
2 有効性・インパクト

本事業の実施により、事業目的として掲げられた「地下水開発に係る技術研修の質・量の向上」については、一部達成され
た。目標年である 2012 年には、研修受講者数は、EWTEC 及び TVETC9 校のそれぞれで、目標値を超えた。なお、EWTEC は、2013
年 8 月以降、EWTI へ移行し、受講者の受入れは 2013 年度及び 2014 年度は限定的であった。こうした EWTI への移行プロセス
は、戦略計画の策定、研修コースや教材の企画・作成といった準備作業や、職員の離職などにより、研修の運営を著しく阻害
することになった。TVETC については、研修ニーズの変化や技術職業教育・訓練（TVET）戦略に基づいて、TVETC 各校が研修
コース数を変更するため、受講者数は変動している。また、TVETC レベルでは、優秀な講師が確保できないため、継続的に複
数の研修コースを実施することが困難となっている。他方、EWTEC 及び TVETC各校の研修カリキュラムにおける実習の割合は、
本事業で調達された機材を使用するようになったため、本事業実施前 10～30％から本事業実施後には 60％以上に大幅に向上
した。研修の質については、本事後評価の調査に回答した EWTEC 及び TVETC の講師は、本事業で調達された機材を活用した実
習は、受講者が教室で理論として学んだことの理解を促進するにあたって貢献しているとしている。

インパクトとしては、JICA の支援による EWTEC プロジェクトフェーズ 32のもと、1,581 人の受講者が EWTEC での
研修コースを修了した。その内訳は、503 人が TVETC 各校の講師であり、622 人が州、県、郡3など異なる地方政府の水事務
所の職員であった。研修を受けた TVETC 各校の講師及び各職員の技術的な知識や実践的な技術は向上した。また、こうした
受講者の一部は、習得した知識・技術を仲間や同僚に移転している。環境への負の影響は確認されなかった。

本事業の目標については、目標年においては、指標 1 は達成され、指標 2 は一部達成であり、事後評価時点においては、
EWTEC については指標 1 が達成されなかったものの、指標 1 及び 2 ともに達成された。前述のとおり、技術協力プロジェク

                                                  
1 2013年 8月 6日付で、規則第293/2013として、閣僚会議により、エチオピア給水技術研究所（EWTI）の設立が公式に官報（Negarit Gazette）
に発表された。そのため、研修センターは、2013 年 8 月以前は「EWTEC」とされ、2013 年 8 月以降は「EWTI」とされる。本事後評価に

おいては、「EWTEC プロジェクトフェーズ 3」は、技術協力プロジェクト「地下水開発・水供給訓練計画（EWTEC）プロジェクトフェー

ズ 3」（2009-2013 年）を指す。EWTEC は、水・灌漑・エネルギー省の所管であったが、EWTI は財務・経済開発省から直接予算配分を受

ける独立機関である。
2 地下水開発・水供給訓練計画プロジェクト（フェーズ 1-3）（技術協力プロジェクト、1998～2003 年、2005～2008 年、2009～2013 年）

が実施された。
3 エチオピアの行政区は、以下の通り。州（Region）、県（Zone）、郡（Woreda）及び Kelebe（村、最小行政単位）。



トが実施されたが、EWTI への移行期に当たり、2013 年度及び 2014 年度の EWTEC の受講者数は減少した。
以上より、本事業の有効性・インパクトは中程度である。

定量的効果

指標
2008 年（実施前）

実績値

2012 年（目標年）

目標値

2012 年度*
（目標年）

実績値

2013 年度

実績値

2014 年度

（事後評価年）

実績値

指標 1：研修コース

に参加した年間受

講者数

EWTEC 300-500 人 300-500 人 325 人 114 人 88 人

TVETC
9 校

1,350 人 1,350 人 1,486 人 2,054 人 2,062 人

指標 2：研修カリキ

ュラムにおける実

習の割合

EWTEC 10-30％ 70％ 66％ 68％ 70％

TVETC
9 校

10-30％ 70％ 60％ 65％ 70％

出所：本事後評価で実施したインタビューによる（2014 年 7 月、8 月、9 月）

注 1：*学校の年度は、9 月に開始し、翌年 6 月に終了する。（2012 年度：2011 年 9 月～2012 年 6 月、2013 年度：2012 年 9 月～2013 年 6
月、2014 年度：2013 年 9 月～2014 年 6 月）

3 効率性

本事業は、事業費は計画どおり（計画比 74.9％）であったものの、機材の現地到着後のトラブルにより、リグの引き渡しが
遅れたため、事業期間は計画を大幅に上回った（計画比 205％）。以上より、本事業の効率性は中程度である。

4 持続性
体制面では、閣僚会議の承認により、2013 年に EWTEC は EWTI に移管された。その結果、EWTI は独立した公的機関と

なり、継続して質の高い研修を行う責任を負っている。そのため、EWTI は、講師及びサポート職員を含め、2014 年 64 人か
ら 2015 年 7 月から 2016 年 6 月にかけて 218 人に職員数を増加させる計画である。しかしながら、適正な人数の技術職員を
採用する計画は、事後評価時点において実現していない。TVETC9 校の水供給学部の全体の管理は、2010 年以降、従前の水・
灌漑・エネルギー省から地方及び州レベルの TEVT 機関/委員会に移管された。その後、2012 年には、多くの TVETC が格上
げされ、技術専門大学（ポリテクニック・カレッジ）4となった。本事後評価で調査対象となった TVETC9 校は、122 名の教
員を擁しているが、各校で研修コースのタイプや数が異なるため、水供給科の教員数も異なっている。上述の経営管理体制の
移行により、本事業実施前と比較して、TVETC の学生数は減少し、教員の離職率は上昇している。加えて、TVETC には独
立した運営維持管理ユニットが設置されておらず、教員は本事業で調達された機材の運営維持管理を行わなければならない。
こうしたことから、体制面では一部に問題が見られる。

技術面では、EWTI のコースコーディネーターや講師は、実習用に本事業で調達された機材の使用についての十分な知識・
技術を十分有している。しかしながら、ノズルテスター、ディーゼル圧縮ゲージなどの一部機材についての知識は限られてい
る。TVETC については、プロジェクト完了後、多くのカウンターパート職員が離職しており、知識の引き継ぎは十分行われ
ておらず、一部コースについてはコース管理能力が低い。他方、TVETC３校の一部の新規採用された教員については、水質
検査器など実習で活用される本事業で調達された機材の使用法についての知識が不十分であるが、TVETC の教員の多くは実
習で使用する機材の使用に何ら問題はない。本事業で整備された機材の維持管理に関するマニュアルは、TVETC１校を除い
て、活用されている。

財務面では、EWTI は独立した公的機関となったことから、財務・経済開発省から配分される EWTI への予算は確保されて
いる。EWTI の年間予算は、2012/2013 年度 1.7 百万ブルから 2014/2015 年度 15 百万ブルに大幅に増加しており、必要な維
持管理費を確保するのに十分な水準である。他方、多くの TVETC は、ここ数年維持管理費が大幅に増加しているにもかかわ
らず、運営維持管理活動に必要な費用を賄うには十分な予算が確保できていない。多くの TVETC は、より良い授業運営のた
めに独自の収入を得ることが可能であるが、必要な運営維持管理費を賄うほどの金額ではない。

事後評価時点において、本事業で調達された EWTI の機材は、2～3 の機材を除いて、機能しており、かつ、実習に使える
状態にある。TVETC では、教員の適切な知識・技能の欠如や当該機材活用に対する研修ニーズがないため、本事業で整備さ
れた一部の機材は適切に使用されていない。加えて、問題の兆候が見られる水中モーターポンプや発電機など、深刻な故障が
ある場合、TVETC は州の TVET 機関に修理を依頼する必要があるが、時間がかかる上、必要な時に修理が行われない。さら
に、TVETC は、一部の消耗品を除きスペアパーツの調達の経験がなく、スペアパーツを迅速に調達することが困難であると
みられる。そのため、トレーニング実施のタイミングに影響が生じることもある。

以上より、本事業の効果の持続性は、中程度である。

5 総合評価

本事業では、事業目的として掲げられた、EWTI 及び TVETC における地下水開発に係る研修の質・量の改善は一部達成さ
れた。特に、本事業で整備された機材は、実習の質を大幅に改善した。また、改善された実習は、研修を受講した各水事務所
の職員の技術的な知識及び技能の向上に貢献した。
持続性については、EWTI が独立した機関となったことから、EWTI の体制面及び財務面は強化された。調達された機材の

維持管理状況については一部に課題が見られ、TVETC 各校の教員の技術水準や予算の制約といった問題があるが、各校はで

                                                  
4 すべての TVETC は、レベル 1～3 の研修プログラムを実施していたが、エチオピア職業標準に基づくいくつかの選択されたコースに特化

したレベル 4～5 の研修コースを実施する技術専門大学に移行した。



きる範囲で、機材の維持管理について最善の取り組みを行っている。
効率性については、事業期間が計画を大幅に上回った。
以上より、総合的に判断すると、本事業は一部課題があると評価される。

Ⅲ 教訓・提言

実施機関への提言：
【TVETC 及び技術専門大学】
1．オンデマンドの短期研修の実施：本事後評価では、一部機材について、一部の教員がその使用方法について十分な知識が

ないことが明らかとなった。これについては、教員の技術能力を向上させ、実習向けの機材を適切に使えるようにするこ
とが重要であり、また、教員の知識・技能を学生に伝授していくことが重要である。したがって、各 TVETC は、EWTI
における短期研修を受講できるようにすることが求められる。EWTI におけるこうした短期研修として、（1）電気機械維
持管理（EMMM）、（2）水供給エンジニアリング、があげられる。さらに、EWTI を水分野における能力構築の中核的拠点
とすることが求められ、各 TVETC は、研修ニーズがあり能力に課題のある分野についてのオンデマンド研修を EWTI に
要請すべきである。

2．自己収入創出メカニズムの構築：本事後評価で訪問した TVETC の多くは、前述のとおり、適切な運営維持管理を行うの
に必要な予算が十分に配分されていない。したがって、Assela 技術専門大学の教訓に基づき、TVETC が、予算の制約に
関連する課題を解決するために、中小企業を含む民間セクターのビジネスを阻害しない範囲で、現状の能力を活用した自
己収入創出活動を行うことが望ましい。収入創出方法としては、各 TVETC の教材や生産ユニットが生産している家具な
どの販売、能力分析（COC: Competency assessment）サービスの実施、校外研修プログラムからの受講料、維持管理サ
ービスの実施、受講者からの受講料徴収、その他各科の生産活動による販売（木工、金属加工など）など、があげられる。

【EWTI】
1. 講師の能力向上：EWTI では、現在新規に講師の採用を行っており、新規採用された講師は、実習用の機材の使用方法につ

いて十分な知識を有していない。したがって、本事業で調達された機材を十分に活用した実習を行うためには、能力の高
い講師から、能力が不十分な講師に対する技術移転・引き継ぎを行うべきである。また、EWTI は、必要な予算配分も含め、
戦略計画及び年間計画の一部として、講師の能力構築を組み入れることが望ましい。特に、以下の研修分野についての講
師向け能力構築研修について検討すべきである。
- 掘削機械の維持管理に関する技術研修：測定及び維持管理機材・機器の適用（ディーゼル・タコ検査器、ノズル検査

器、ディーゼル圧縮ゲージセット、バルブ・スプリング・ツール、バルブ・リフター及びコンプレッサー、バルブ・
ラッパー、等）

- 電気機器の整備及び維持管理：電気機械/電子分野の講師及び機器の適用（DC モーター及び発電機用試験機、三段階
加速モーター及び発電機用試験機、シンクロモーター及び発電機用試験機、低電圧スイッチギア試験機、など）

JICA への教訓：
[技術協力プロジェクトと調整した事業の実施]
 多くの職業訓練機関への多種多様な機材の調達を行う事業では、その効果を持続させることが困難である。TVETC 及

び技術専門大学は、エチオピア国内に点在しており、包括的なモニタリングを行うことも容易ではない。しかしながら、
TVETC 及び技術専門大学と緊密に連携した技術協力プロジェクトは、本事業の効果的な実施を支援し、本事業の効果
の発現に貢献した。したがって、多種多様な機材の調達を行い、全国に点在する機関に配布するような場合には、案件
形成の段階において、無償資金協力と技術協力の双方を包括的に実施する、プログラムアプローチについて検討すべき
である。

[現地環境への適応と TVETC の能力]
 各 TVETC の運営能力は、学校により様々である。技術専門大学に格上げされた TVETC は、レベル 4 及び 5 といった

高いレベルの研修コースを実施し、より良い授業運営のための収入創出を行い、また、機材の維持管理を行うのに十分
な能力を有している。しかしながら、Lucy や Jijiga といった、比較的規模の小さな TVETC は、機材及び施設の維持管
理に必要な予算を賄うための収入創出を行う能力が不十分である。したがって、将来の類似案件の調査中、各学校の能
力や研究の必要性を考え、各学校固有のニーズをより慎重に調査すべきである。それにより、より適切な機材の調達が
なされる。

写真 1： Bahir Dar Polytechnic 

Collage での実習

写真 2： Assosa Collage に供与された

バス

写真 3：Bahir Dar Polytechnic Collage

の溶接機械 写真 4:Komborcha の発電機


